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第４章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の

試行及び検証

第１節 試行

１－１ 女性求職者に対しての訴求項目と募集・広報ツールの開発

前章の意識調査から、女性求職者に以下のことを訴求することが有効だと考えられ

る。

（１）これまでの職業経験に関係なく、ものづくり系職業訓練を受講することで、手

に職（資格や技術・技能）がつき、やりがいを持って仕事ができる姿（将来像）

をイメージできるようにする。

（２）ものづくり系の職業訓練内容についての具体的なイメージができ、興味・関心

が持てるようにする。

（３）ものづくり産業で女性が活躍している現状や正社員採用でワーク・ライフ・バ

ランスが両立できる現状を周知させる（男性中心の仕事である固定概念を払拭

させる）。

これらの訴求項目をより効果的に女性求職者に伝えるために、男女の脳機能の差異

に注目した。

「女性の脳は“共感能力”が優れており、男性の脳は“システム化能力”が優れて

いる」とされている。“共感能力”とは他者の感情や意図を即座に感じ取り、同一化

によって相手と協調行動を取ったりする能力をいう。すなわち、他人の気持ちを我が

ことのように感じる能力である。これは、右脳と左脳をつなぐ脳梁（のうりょう：神

経の束）の太さが関係し、この脳梁が男性よりも女性が２０％太いとされている。こ

のため、右脳で感じたことが左脳の言語領域に伝わりやすく、感じたことを口に出す、

つまり「会話」が好きとなる。女性は会話をすることで、心の深い部分に触れた気が

して共感しやすくなる。この共感から女性特有の強い連帯感・一体感が生み出される。

この共感能力が、女性が相談や決断する時に重要な役割を果たす。女性が相談する

目的は、「悩みを話す場」、「心配な気持ちや不満な気持ちを聞いてもらう場」であ

る。男性と異なり「相手から解決策を得て、悩み事を解決する場」ではない。女性は、

自分の気持ちに共感してもらうことで満足感を得て、共感しながら会話していくうち

に、気持ちの整理がつき、考えをまとめることができる。そして、自身で解決策を導

き出し、決断することができるとされている。

次に男女の脳機能の差異として「男性は“データ重視”、女性は“イメージ重視”」
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とされている。このことは、男性向け雑誌や女性向け雑誌に見ることができる。男性

向け雑誌に多いのが「モノ」系で、「モノ」に関してスペックや価格などが表やグラ

フを用いてデータが詳細に掲載されている。男性は「モノ」そのものにこだわりや興

味があり、スペックが気になり、収集欲によって購買行動に結びつくことが多いとさ

れている。一方で、女性向け雑誌に多いのが、「ファッション」系で、「モノ」だけ

の写真ではなく、モデルが服やアクセサリーを身につけている。さらに、様々なコー

ディネートやシチュエーションが掲載されている。すなわち、「モノ」を購入して身

につけたことで、素敵な自分になり明るい未来をイメージできることで購買行動に結

びつくことが多いとされている。

最後に男女の色彩感覚の差異について注目した。

「日常生活にある色を男女は違う色合いで見ている」とされている。男性が見えな

い波長である紫外線の一部が、女性とっては淡い紫色に見えることがある。男性がほ

ぼ同じと見える紫色やピンク色を女性は数色に見分けることができるとされている。

さらに、その見分けられた色の中に「多くの女性が好む色」、「多くの女性が好まな

い色」が混在しているため、色を決める際には、女性の意見を尊重する必要がある。

上記の訴求項目と女性の脳機能の特長を踏まえて、今回開発した募集・広報ツール

は以下の５つである（図表４－１参照）。

（１）ポスター（Ｂ２判、Ａ２判）

（２）リーフレット（ＰＯＰ付きカタログスタンド）

（３）ものづくり系職種のイメージアップ動画

（４）雑誌掲載による募集・広報活動

（５）イベントによる募集・広報活動

開発したツールは、女性求職者に対しての訴求項目を考慮して、ハロートレーニン

グ（離職者訓練）を修了し、ものづくり産業で活躍している女性をモデルに起用して

いる。これは女性の脳機能の特長として共感を重要視する傾向があり、同性かつ類似

した境遇のリアルな姿や体験談などの言葉に女性求職者が共感し、ものづくりの仕事

で活躍する自身の姿（将来ビジョン）が描き易くなると考えられる。そして、ものづ

くりに対する固定観念が払拭され、興味を喚起することが期待できる。

また、非ものづくり職種の経験者には、ハロートレーニング（離職者訓練）のもの

づくり訓練のイメージがしにくいため、訓練受講申請から就職まで（女性受講者の一

日も含む）の流れやスキルアップ（技能・資格取得）などの訓練生活のビジョンも描

き易いように工夫もおこなっている。さらに、これらのツールをより効果的に広報で
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とされている。このことは、男性向け雑誌や女性向け雑誌に見ることができる。男性
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きるように、チラシやイベント、ＰＯＰ付きカタログスタンドを活用し、女性求職者

の気づきを意識した募集・広報活動も提案している。

図表４－１ 女性を意識したハロートレーニング（離職者訓練）のものづくり訓練用

募集・広報ツール

（１）ポスター（Ｂ２判、Ａ２判） ※図表４－２参照

①サイズ及び種類

・Ｂ２判用紙 515mm×728mm（幅×高さ）

・Ａ２判用紙 420mm×594mm（幅×高さ）

※１種類のデザインでサイズ違いを 種類印刷

②対象者

・女性（２０代から６０代）

③目的

・ものづくり系ハロートレーニングの気づき

④期待する効果（対象者の反応及び行動）

・リーフレット・パンフレットを手に取ってもらう

・イメージアップ動画にアクセスする
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図表４－２ ポスター

（２）リーフレット（ＰＯＰ付きカタログスタンド） ※図表４－３、４－４参照

①サイズ及び種類

・Ａ４判６ページ（巻き三つ折り（観音折り））

・３種類のデザイン（ライフステージ別）

▶ ファーストステージ用リーフレット

▶ セカンドステージ用リーフレット

▶ サードステージ用リーフレット

②対象者

・２０代から４０代の独身女性（ファーストステージ用）

・子育て中の女性（セカンドステージ用）

・５０代から６０代の女性（サードステージ用）

③目的

・ものづくり系ハロートレーニングへの興味喚起

－84－
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図表４－２ ポスター

（２）リーフレット（ＰＯＰ付きカタログスタンド） ※図表４－３、４－４参照

①サイズ及び種類

・Ａ４判６ページ（巻き三つ折り（観音折り））

・３種類のデザイン（ライフステージ別）

▶ ファーストステージ用リーフレット

▶ セカンドステージ用リーフレット

▶ サードステージ用リーフレット

②対象者

・２０代から４０代の独身女性（ファーストステージ用）

・子育て中の女性（セカンドステージ用）

・５０代から６０代の女性（サードステージ用）

③目的

・ものづくり系ハロートレーニングへの興味喚起
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④期待する効果（対象者の反応及び行動） 

  ・自分のために必要な情報と思わせる 

 ・施設パンフレット等を手に取り、ものづくり系ハロートレーニングに関する

情報検索・収集をさらに行う 

⑤掲載内容 

 ・キャリアビジョン（訓練修了者のリアル感のある体験談） 

    ▶ ものづくり系訓練の敷居の高いイメージの払拭 

    （訓練の魅力（やりがい、手に職がつく、楽しさ等）） 

    ※体験談インタビュー動画の内容へ反映し、ＱＲコード掲載 

    ▶ ものづくり職種に女性が必要とされている現状紹介 

    ▶ 訓練受講申請から就職までの流れ 

    ▶ 女性受講者の一日の流れ 

    ファーストステージパターン 

    セカンドステージパターン（WLBの実現（託児所）） 

    サードステージパターン 

 ・女性へのサポートの情報 

    ▶ 訓練生活サポート（更衣室（ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ・ﾊﾟｳﾀﾞｰﾙｰﾑ）） 

    ▶ 就活サポート（専門スタッフによる就職相談） 

    ▶ 安心サポート（専門スタッフによる相談カウンセリング） 

    ▶ 子育てサポート（託児所サービス）【セカンドステージのみ】 

  ・検索ワードやＱＲコードの記載（情報量の拡張） 

 

図表４－３ リーフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファーストステージ用    セカンドステージ用    サードステージ用 

リーフレット         リーフレット        リーフレット 
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⑥ＰＯＰ付きカタログスタンド 

  ・女性の目を引くインパクトのある可愛らしいデザインとＰＯＰ 

  ・リーフレットやポリテクセンターのパンフレットなどの関連資料をまとめて

情報提供できる 

 ・ポスターとの連携 

  

図表４-４ ＰＯＰ付きカタログスタンド 

 

 

 

（３）ものづくり系職種のイメージアップ動画 ※図表４-５、４-６参照 

①ものづくり系訓練イメージアップ（ネガティブイメージ払拭） 

  ・ものづくり系ハロートレーニングのネガティブイメージ払拭し、興味喚起

する 

   ・放映時間：1分24秒 
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図表４－５ ものづくり系訓練イメージアップ動画 
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図表４－５ ものづくり系訓練イメージアップ動画 
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②体験談インタビュー動画

・金属加工・溶接への興味喚起

（溶接工（金属系）として活躍しているハロートレーニング修了者とその就

職先企業の上司のメッセージ）

・放映時間

フルバージョン版（ 分 秒）とダイジェスト版（ 分 秒）

図表４－６ 体験談インタビュー動画
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（４）雑誌掲載による募集・広報活動  ※図表４－７、４－８参照 

①就職情報誌への広告（ポリテクセンター新潟） 

   ・ジョブポスト新潟版への広告掲載 

    週刊（１０月２２日、１０月２９日、１１月５日、１１月１２日発行分） 

  ・ジョブポスト新潟版特設Ｗｅｂサイトへのバナー掲載 

（１０月２２日～１２週間） 
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（４）雑誌掲載による募集・広報活動  ※図表４－７、４－８参照 

①就職情報誌への広告（ポリテクセンター新潟） 

   ・ジョブポスト新潟版への広告掲載 

    週刊（１０月２２日、１０月２９日、１１月５日、１１月１２日発行分） 

  ・ジョブポスト新潟版特設Ｗｅｂサイトへのバナー掲載 

（１０月２２日～１２週間） 
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図表４－７ 就職情報誌への広告 
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②子育て情報誌への広告（ポリテクセンター松本） 

 ・月刊イクジィ松本への広告掲載 

  月下刊（１１月号(１０月２８日発刊)、１２月号(１１月２８日発刊)） 

 ・月刊イクジィ松本特設Ｗｅｂサイトへのバナー掲載 

（１０月２８日～１２月２８日の８週間） 

 

図表４－８ 子育て情報誌への広告 
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②子育て情報誌への広告（ポリテクセンター松本） 

 ・月刊イクジィ松本への広告掲載 

  月下刊（１１月号(１０月２８日発刊)、１２月号(１１月２８日発刊)） 

 ・月刊イクジィ松本特設Ｗｅｂサイトへのバナー掲載 

（１０月２８日～１２月２８日の８週間） 

 

図表４－８ 子育て情報誌への広告 
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（５）イベントによる募集・広報活動 ※図表４－９参照 

①地域ものづくりイベントでの広報（ポリテクセンター新潟） 

 ・イベントの概要 

  ▶ イベント名：にいがた・技のにいがたフェスタ２０１８ 

  ▶ 会場：リージョンプラザ上越（新潟県上越市下門前４４６－２） 

  ▶ 開催日時：２０１８年１１月１１日 １０：００～１５：３０ 

  ▶ 来場者数：４,２００名（実行委員会調べ） 

 

  ・広報活動の概要 

   ▶ 実施場所：新潟職業能力開発促進センターブース内 

   ▶ 実施内容：女性のためのハロートレーニング紹介コーナーの設置 

          ハロートレーニング紹介動画（訓練修了生インタビュー動画）

の評価アンケート調査 

          ハロートレーニング紹介リーフレットの配布女性に人気のある

ものづくり体験の調査 

   ▶ ブース来場者数：３８７名（基盤整備センター調べ） 

 

図表４－９ 女性のためのハロートレーニング紹介コーナーの様子 
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１－２ 試行概要

試行は、平成３０年１０月１０日～平成３０年１２月２６日までの約３か月間の期

間とし、機構の職業能力開発施設（ポリテクセンター新潟及びポリテクセンター松本）

２施設で実施した。試行の手法にあたっては、各施設におけるこれまで通りの募集活

動に加え、基盤整備センターが用意する募集・広報ツールや取組みを実施することで

女性求職者を意識した募集・広報をおこなった。

○試行概要

‣ 試行期間： 平成３０年１０月１０日～ 平成３０年１２月２６日

‣ 対象施設及び対象科：①ポリテクセンター新潟 平成３１年１月入所生

ＣＡＤ・ＮＣ科、金属加工科、電気設備技術科、ビル設備

科、住宅建築デザイン科、機械加工技術科【企業実習付】

②ポリテクセンター松本 平成３１年１月入所生

ＣＡＤ／ＮＣ技術科、金属加工科、電気設備技術科、

機械ＮＣ技術科【企業実習付】
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第 章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証

第２節 検証

検証は、ポリテクセンター新潟及びポリテクセンター松本の 月入所生の女性受講率

の調査及び入所者へのアンケート調査によりおこなった。ポリテクセンター新潟 月入

所者の女性受講率は、２６．６％（前年度実績１６．２％）、ポリテクセンター松本

では、１６．２％（前年度実績７．３％）となり、ともに前年度の実績を大きく上回

っている。また、ポリテクセンター新潟における試行期間に実施された施設見学会の

女性参加者率が３１．３％（前年度実績２３．０％）とこちらも増加する結果となっ

た。

開発した募集・広報ツールの評価としては、ポリテクセンター新潟及びポリテクセ

ンター松本の１月入所生に対して、女性を意識したハロートレーニングの募集・広報

に関するアンケートを行った。調査票は巻末資料３を参照のこと。

アンケート結果を図表４－１０から図表４－２４に示す。アンケート調査の回収率

は、ポリテクセンター新潟が９５．３％、ポリテクセンター松本が９７．３％であっ

た。今回開発したポスター、リーフレットやカタログスタントが男性求職者より女性

求職者に色やデザインが好まれる結果となり、女性求職者を意識した気づきや興味喚

起、さらには、訴求項目として必要な情報が揃っているとの評価を得ることができた。

また、ハローワーク長岡の相談窓口職員へのヒアリング調査から、所内待合室にて

動画放映をした結果、相談待ちの間に映像を見ている人が多く、相談の中で動画の話

が出ることが多かった。さらに、金属加工科の相談件数が増えたとの取組みへの評価

が得られた。

○集計結果

‣ 基本情報 図表４－１０ 集計結果１（ツールの評価）
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 ■性別 

                  図表４－１１ 集計結果２（ツールの評価） 
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図表４－１２ 集計結果３（ツールの評価） 
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第4章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証 

 ‣ ポスターについて      

■ポスターを見かけたか 

 

図表４－１３ 集計結果４（ツールの評価） 
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■ポスターのデザイン 

 

図表４－１４ 集計結果５（ツールの評価） 
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■ポスターのデザイン 

 

図表４－１４ 集計結果５（ツールの評価） 
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第4章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証 

■ポスターのイメージ 

 

図表４－１５ 集計結果６（ツールの評価） 
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■ポスターのインパクト 

 

図表４－１６ 集計結果７（ツールの評価） 
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■ポスターのインパクト 

 

図表４－１６ 集計結果７（ツールの評価） 
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第4章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証 

‣ カタログスタンドについて      

■カタログスタンドの色 

 

図表４－１７ 集計結果８（ツールの評価） 
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■カタログスタンドのデザイン 

 

図表４－１８ 集計結果９（ツールの評価） 
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■カタログスタンドのデザイン 

 

図表４－１８ 集計結果９（ツールの評価） 

 

34.2%

52.6%

13.2%

好む

どちらでもない

好まない

 

66.7%

19.0%

14.3%

好む

どちらでもない

好まない

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】

【女性】

 

- 103 - 
 

第4章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証 

■カタログスタンドのイメージ 

 

図表４－１９ 集計結果１０（ツールの評価） 
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■カタログスタンドのインパクト 

 

図表４－２０ 集計結果１１（ツールの評価） 
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■カタログスタンドのインパクト 

 

図表４－２０ 集計結果１１（ツールの評価） 
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第4章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証 

‣ リーフレットについて      

■リーフレットのデザイン 

 

図表４－２１ 集計結果１２（ツールの評価） 
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■リーフレットのコンテンツ 

 

図表４－２２ 集計結果１３（ツールの評価） 
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■リーフレットのコンテンツ 

 

図表４－２２ 集計結果１３（ツールの評価） 
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第4章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証 

‣ ものづくり系職種のイメージアップ動画について      

■動画をみたか 

 

図表４－２３ 集計結果１４（ツールの評価） 
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■動画に興味を持ったか 

 

図表４－２４ 集計結果１５（ツールの評価） 
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■動画に興味を持ったか 

 

図表４－２４ 集計結果１５（ツールの評価） 
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第 章 女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証

第３節 まとめ

この章では、女性をターゲットとした効果的な広報及び募集の試行及び検証を報告

した。第３章の意識調査から見えた女性求職者への訴求項目を踏まえ、５つの募集・

広報ツールを開発した。試行は、各施設におけるこれまで通りの募集活動に加え、基

盤整備センターが用意する募集・広報ツールや取組みを実施することで女性求職者を

意識した募集・広報をおこなった。

検証では、ポリテクセンター新潟及びポリテクセンター松本の 月入所生の女性受講

率の調査をおこない、ともに前年度の実績を大きく上回っている結果を得ることがで

きた。また、今回開発したポスター、リーフレットやカタログスタントが男性求職者

より女性求職者に色やデザインが好まれる結果となり、女性求職者を意識した気づき

や興味喚起、さらには、訴求項目として必要な情報が揃っているとの評価を得ること

ができた。

今回開発したツールについては、基盤整備センターホームページの会員メニュー（デ

ータ配信サービス） よりダウンロード

できるよう整備し、各職業能力開発施設で活用頂ければ幸いである。

最後に各種調査と試行・検証にご協力頂いた関係各位に厚くお礼申し上げる。
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